
講義コード 1BD0910001

講義名称 学外プロジェクト01　＜秋＞

科目英文名 Off‑campus Projects

開講責任部署 ビジネスデザイン学部　ビジネスデザイン学科

代表ナンバリングコード CEDU2320

単位数 2.0

時間割 秋学期: 土曜日５時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

※時間割は便宜上土曜に配置されるが、実習は主に夏休み期間に行われる。
※春学期中に事前授業を行うので参加すること。

本授業では、BD学部での1年半の学びを通して得た知識やスキルを、企業の実際の現場での課題解決に活用する。実習は主に夏休み期間に行われる。企業から与え
られた課題だけではなく、観察や体験、インタビュー等を通して自分たちで解決すべき課題を発見することを求める。グルーブで課題の解決策を考え、実習先等に
報告し、一連の作業を通して問題解決型学習における実践力も身につける。

実習先についての説明などを含む事前授業を春学期中に実施する。必ず参加すること。

学習
（到
達）
目標

本授業では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「ビジネスを実現するために、現実において粘り強くやり抜く力」を身につけることができる。詳細については、下記
の通りである。
1．対象とするビジネスについて、自分の意見を持ち他者と意見交換ができる
2．グループワークを通して、ビジネスの課題を発見できるようになる
3．グループワークを通して、上記2に対する解決策を提示できるようになる

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 事前研修課題：30％、実習での取り組み：40％、実習における成果物：30％
科目の特性上、出席は必須である。欠席の場合、成績評価が困難となり、単位認定されない可能性がある。

事前および事後
学習の指示

問題の本質を見抜き、意味のある解決策を提案するには、実習先に関する知識は必須である。事前に書籍等でしらべておくこと。実習先での活動以外の
時間で、グループで議論し、提案を作成する必要があり、これが事後学習となる。

キーワード 問題解決力、主体性、実践力

氏名 オフィスアワー メールアドレス 研究室

◎ 菊地　昌弥 火曜日２限 m3kikuch@andrew.ac.jp ５J

授業形態
実習 アクティブラーニング プレゼンテーション

グループワーク フィールドワーク

アクティブ
ラーニング
の詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

ディスカッション(話し合い) プレゼンテーション(発表) 体験学習(実習、実験)

協同・協調学習(グループ･ワーク、チームワーク、ペ
アワーク)

課題解決 フィールドワーク

回 内容

第1回 【対面】ガイダンス　内容：授業の進め方、評価基準、本講義のねらいを説明

第2回 【対面】事前研修①：インターンシップ先企業や産業についての講義および調査①

第3回 【対面】事前研修②：インターンシップ先企業や産業についての講義および調査②

第4回 【対面】事前研修③：インターンシップ先企業や産業についての調査内容の共有

第5回 【対面】事前研修④：仮説の設定と個人とグループの目標設定と共有

第6回 【対面】（夏休み期間中）インターン実習①

第7回 【対面】（夏休み期間中）インターン実習②

第8回 【対面】（夏休み期間中）インターン実習③

第9回 【対面】（夏休み期間中）インターン実習④

第10回 【対面】（夏休み期間中）インターン実習⑤

第11回 【対面】（夏休み期間中）インターン実習⑥

第12回 【対面】（夏休み期間中）事後研修①：実施内容の振り返り

第13回 【対面】（夏休み期間中）事後研修②：実施内容の報告会①

第14回 【対面】（夏休み期間中）事後研修③：実施内容の報告会②

第15回 【対面】（夏休み期間中）個人の振り返り、成果目標の設定など

試験

レポート 30%

その他 70%
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